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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内燃機関を操作する方法であって、
　該内燃機関の操作中にて、該内燃機関の燃焼室に、内燃機関の潤滑油の性能を向上させ
る以下の（Ａ－１）、（Ａ－２）及び（Ａ－３）の混合物からなる窒素含有清浄剤組成物
を導入する工程を包含する方法：
　（Ａ－１）ヘキサデセニル無水コハク酸及びジエチルエタノールアミンのモル比１：１
．３５の反応生成物、
　（Ａ－２）分子量が２３００のポリイソブチレンから誘導されたポリイソブテニル無水
コハク酸６０重量％及び分子量が１０００のポリイソブチレンから誘導されたポリイソブ
テニル無水コハク酸４０重量％の混合物と、エチレングリコールと、ジメチルアミノエタ
ノールの反応生成物、
　（Ａ－３）分子量が２３００のポリイソブチレンから誘導されたポリイソブテニル無水
コハク酸及びヘビーポリエチレンポリアミンの反応生成物。
【請求項２】
前記清浄剤組成物が、ドーシングシステムからまたは燃料組成物の１成分として噴射する
ことにより、前記燃焼室に導入される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記清浄剤組成物が、前記燃料組成物の１成分として、前記燃焼室に導入され、ここで、
該清浄剤組成物が、該燃料組成物の性能を向上させる、請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
前記清浄剤組成物が、さらに、燃料添加剤を含有し、該燃料添加剤が、窒素含有清浄剤、
アミン含有ポリエーテル、潤滑性剤、流動化剤、金属含有清浄剤、錆防止剤、腐食防止剤
、酸化防止剤、低温流動改良剤、解乳化剤、消泡剤、弁座後退添加剤、燃焼向上剤、金属
不活性化剤、またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
前記燃料添加剤が、脂肪カルボン酸およびポリオールの部分エステルを含み、ここで、該
エステルが、少なくとも１個の遊離水酸基を有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記内燃機関が、排気ガス再循環システムを有する圧縮点火エンジンまたは火花点火直接
噴射エンジンである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記内燃機関が、排気処理装置を有する火花点火または圧縮点火エンジンであり、そして
前記潤滑油が、０．１重量％未満のリン含量、０．５重量％未満のイオウ含量および１．
５重量％未満の硫酸塩灰分含量からなる群から選択される特性の少なくとも１つを有する
、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
前記内燃機関が、排気処理装置を有する火花点火または圧縮点火エンジンであり、そして
前記燃料組成物の燃料が、８０重量ｐｐｍ未満のイオウ含量を有する、請求項２に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本願は、２００２年３月２８日に出願された米国仮特許出願第６０／３６８３５４号お
よび２００３年１月１７日に出願された米国仮特許出願第６０／４４１０１２号から優先
権を主張している。
【０００２】
　　（発明の背景）
　１．発明の分野
　本発明は、内燃機関を操作する方法を包含し、この方法は、内燃機関の操作中にて、燃
焼室に、窒素含有清浄剤組成物を導入する工程を包含する。この方法は、内燃機関の潤滑
油の性能を向上させ、また、この清浄剤組成物が燃料組成物中で存在しているとき、その
燃料組成物の性能を向上させる。
【０００３】
　２．関連技術の説明
　内燃機関の現在および将来の性能要件および排気要件により、新しい改良された潤滑油
調合物および内燃機関を潤滑する方法が必要とされている。
【０００４】
　エンジン油の排出間の間隔が長くなると、廃棄の需要および環境に対する影響が少なく
なるが、酸化、摩耗、清浄性、分散性、粘度安定性および摩擦耐久性に対する性能要求が
高くなる。圧縮点火ディーゼルエンジンおよび火花点火直接噴射エンジンは、排気ガス再
循環（ＥＧＲ）システムを有し、これは、酸素濃度を少なくすることによって結果的に燃
焼温度を低くすることにより、窒素酸化物（ＮＯｘ）の発生を少なくするが、それは、こ
の潤滑油のすすの発生を高める。このすすが多くなると、摩耗、堆積物および排気の重大
な問題を回避するために、高い分散性、清浄性および摩耗性能またはより頻繁なオイル交
換が必要となる。高い性能要件を満たすために、添加剤の量を多くしてエンジン潤滑油を
調合することは、許容できるイオウ、リンおよび金属含量のような限界だけでなく、高レ
ベルの分散剤とのシール適合性のような高いレベルの添加剤に由来の性能の問題が原因で
、常に可能である訳ではない。
【０００５】
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　火花点火ガソリンエンジンおよび圧縮点火ディーゼルエンジンは、一酸化炭素、炭化水
素、窒素酸化物および微粒子の排気を減らすために、種々の排気処理装置を有する。イオ
ウ、リンおよび金属は、エンジン排気装置（例えば、触媒コンバータ）に悪影響を与え得
るので、エンジン潤滑油中のイオウ、リンおよび金属のレベルを徐々に低下させることが
実行されている。このイオウ、リンおよび金属を低下させるには、結果的に、イオウ、リ
ンまたは金属を含有しない添加剤に由来の高い清浄性、酸化および摩耗性能が必要である
。
【０００６】
　イオウのレベルを低下させた火花点火および圧縮点火エンジン用燃料もまた導入されて
おり、これらは、大気汚染物質を減らすために、排気処理装置とより適合性である。しか
しながら、この燃料中でのイオウレベルの低下には、潤滑油での高い酸化性能が必要であ
り得る。
【０００７】
　２００２年３月２８日に出願された米国特許出願第６０／３６８，３５４号は、潤滑油
の性能を向上させるために、内燃機関の燃焼室に、ポリエーテルアミンを含む窒素含有清
浄剤を導入することを開示している。
【０００８】
　２００２年４月２３日に出願された米国特許出願第６０／３７４，６４０号は、潤滑油
の性能を向上させるために、内燃機関の燃料に酸化防止剤を使用することを開示している
。
【０００９】
　ヨーロッパ公報第ＥＰ１１３２４５５　Ａ１号は、エンジン油スクリーン栓塞を制御す
るマンニッヒ縮合生成物およびヒドロカルビル置換ポリオキシアルキレンアミンの燃料添
加剤組成物を開示している。
【００１０】
　米国特許第６，２２４，６４２号は、ポリエーテルアミンＲＯ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｎＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２と、第二化合物（これは、脂肪酸、脂肪酸誘導体、またはコハク酸ま
たは無水物である）との組合せを開示しており、この組合せは、エンジンの摩耗を減らす
ために、燃料中で有用である。
【００１１】
　国際公報第ＷＯ０１／８８０６９　Ａ１号は、エンジンの操作を向上させるために、エ
ンジンの操作中にて、燃焼室中の金属清浄剤および非金属清浄剤を取り込むことを開示し
ている。
【００１２】
　国際公報第ＷＯ　９７／４４４１４号は、船舶用ディーゼルエンジンでのライナーラッ
カリングを減らすために、燃料に清浄剤および燃焼向上剤を加えることを開示している。
【００１３】
　国際公報第ＷＯ０２／１８５２１　Ａ２号は、潤滑油が、１０重量ｐｐｍ未満のイオウ
含量を有するガソリン燃料と共に、０．０５重量％のリンレベルおよび満足する摩耗性能
を有し得ることを開示している。
【００１４】
　国際公報第ＷＯ０２／０７９３５３号は、以下を開示している：ａ）溶媒、アルコキシ
ル化脂肪アミンおよび部分エステルを含有するガソリン添加剤濃縮組成物であって、この
部分エステルは、少なくとも１個の遊離の水酸基を有し、そして脂肪カルボン酸とポリオ
ールとを反応させることにより、形成される；ｂ）ガソリンおよび濃縮組成物を含有する
燃料組成物；およびｃ）燃料の消費を減らす燃料組成物をエンジンに燃料供給することに
より、ガソリン内燃機関を操作する方法。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
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　現在、内燃機関の燃焼室に窒素含有清浄剤組成物を導入すると、この清浄剤組成物が燃
料組成物中に存在しているとき、そのエンジンの潤滑油の性能、および、また、燃料組成
物の性能が向上することが発見された。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　　（発明の要旨）
　本発明の目的は、内燃機関の燃料組成物および潤滑油の両方の性能を向上させることで
ある。
【００１７】
　本発明の他の目的は、排気ガス再循環システムを有する圧縮点火または火花点火直接噴
射内燃機関の燃料組成物および潤滑油の性能を向上させることである。
【００１８】
　本発明のさらに他の目的は、排気ガス処理装置を有する火花点火または圧縮点火内燃機
関の燃料組成物および潤滑油、および０．１重量％未満のリン含量、０．５重量％未満の
イオウ含量および１．５重量％未満の硫酸塩灰分含量からなる群から選択される特性の少
なくとも１つを有する潤滑油の性能を向上させることにある。
【００１９】
　本発明のさらに他の目的は、排気処理装置を有する火花点火または圧縮点火内燃機関の
燃料組成物および潤滑油の性能を向上させることであり、この場合、この燃料組成物の燃
料は、８０重量ｐｐｍ未満のイオウ含量を有する。
【００２０】
　本発明のさらに他の目的は、火花点火または圧縮点火内燃機関（これは、自動車に設置
しされ、そして内燃機関の潤滑油について、６，０００マイルより長い推奨排出間隔を有
する）の燃料組成物および潤滑油の性能を向上させることにある。
【００２１】
　本発明のさらに他の目的は、火花点火または圧縮点火内燃機関（これは、内燃機関の潤
滑油について、１５０操作時間より長い推奨排出間隔を有する定置エンジンである）の燃
料組成物および潤滑油の性能を向上させることにある。
【００２２】
　本発明のさらなる目的および利点は、以下の詳細な説明で示されており、一部は、この
詳細な説明から明らかになるか、または本発明を実施することにより、習得され得る。本
発明の目的および利点は、添付の特許請求の範囲で指摘された器具および組合せによって
、実現され得る。
【００２３】
　本明細書中で記述され請求されたように、本発明に従って前述の目的を達成するために
、内燃機関を操作する方法は、以下の工程を包含する：該内燃機関の操作中にて、該内燃
機関の燃焼室に、以下を含有する窒素含有清浄剤組成物を導入する工程：（Ａ）ヒドロカ
ルビル置換アシル化剤およびアミンの反応生成物；（Ｂ）ヒドロカルビル置換アミン；（
Ｃ）ヒドロカルビル置換ヒドロキシ含有芳香族化合物、アルデヒドおよびアミンのマンニ
ッヒ反応生成物；（Ｄ）高分子量ポリエーテルアミンであって、この高分子量ポリエーテ
ルアミンは、１単位のヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物と２単位またはそれ以上のブ
チレンオキシドとを反応させてポリエーテル中間体を形成することにより、そしてこのポ
リエーテル中間体をアミンまたはアクリロニトリルと反応させて、ポリエーテル中間体を
アミノ化し、そして、このポリエーテル中間体およびアクリロニトリルの反応生成物を水
素化することにより、調製される；または（Ｅ）それらの混合物；ここで、上記清浄剤組
成物は、上記内燃機関の潤滑油の性能を向上させる。
【００２４】
　　（発明の詳細な説明）
　本発明の内燃機関を操作する方法は、以下の工程を包含する：該内燃機関の操作中にて
、該内燃機関の燃焼室に、以下を含有する窒素含有清浄剤組成物を導入する工程：（Ａ）
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ヒドロカルビル置換アシル化剤およびアミンの反応生成物；（Ｂ）ヒドロカルビル置換ア
ミン；（Ｃ）ヒドロカルビル置換ヒドロキシ含有芳香族化合物、アルデヒドおよびアミン
のマンニッヒ反応生成物；（Ｄ）高分子量ポリエーテルアミンであって、該高分子量ポリ
エーテルアミンは、１単位のヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物と２単位またはそれ以
上のブチレンオキシドとを反応させてポリエーテル中間体を形成することにより、そして
該ポリエーテル中間体をアミンまたはアクリロニトリルと反応させ該ポリエーテル中間体
およびアクリロニトリルの反応生成物を水素化することにより該ポリエーテル中間体をア
ミノ化することにより、調製される；または（Ｅ）それらの混合物；ここで、該清浄剤組
成物は、該内燃機関の潤滑油の性能を向上させる。
【００２５】
　本発明の内燃機関には、２サイクルまたは４サイクルで操作できるものを含めて、全て
の種類の火花点火および圧縮点火エンジンが挙げられる。これらの内燃機関は、自動車、
トラック、オフハイウェイ車両および装置、ボートおよび船舶、機関車、航空機、レクリ
エーション用車両、発電機、ポンプ、圧縮機、チェーンソー、芝刈り機、および農業用車
両および装置を含めて、種々の形式の自動車および定置および移動装置または輸送可能装
置で使用できる。
【００２６】
　内燃機関を操作する本発明の方法は、内燃機関の燃焼室に清浄剤組成物を導入する工程
を包含する。１実施形態では、この清浄剤組成物は、ドーシングシステムから噴射するこ
とにより、燃焼室に導入される。このドーシングシステムからの噴射は、その清浄剤組成
物が燃料組成物の１成分として燃焼室に入るように、直接的に、内燃機関の燃焼室または
燃料供給装置（例えば、燃料供給装置の燃料保存タンク）に入れることができる。本発明
の他の実施形態では、この清浄剤組成物は、この燃料組成物の１成分として、燃焼室に導
入され、この場合、清浄剤組成物は、精製または保存設備でのバルク処理で燃料に加えら
れるか、またはアフターマーケット処理（例えば、自動車の燃料タンク中の燃料に清浄剤
組成物を加えること）で燃料に加えられる。
【００２７】
　この清浄剤組成物を内燃機関の燃焼室に導入すると、内燃機関の潤滑油の性能が向上し
、また、清浄剤組成物が燃料組成物の１成分であるとき、燃料組成物の性能も向上させる
。この燃料組成物の性能を向上させることには、取り入れ弁、燃料噴射器および燃焼室を
含めて、燃料供給装置全体にわたって清浄に保つか堆積物を清浄にする際の堆積物制御；
燃料供給装置の部品（例えば、燃料ポンプおよび燃料噴射器）の摩耗を減らすように、潤
滑性を高めること；および微粒子排気の低下を挙げることができる。この潤滑油の性能を
高めることには、清浄力（例えば、酸中和またはＴＢＮ（全塩基価）保持）、エンジンス
ラッジおよびピストン清浄度の制御を含めた清浄度（ｄｉｅｐｅｒｓａｎｃｙ）、酸化防
止、耐摩耗、粘度制御および摩擦耐久性を挙げることができる。
【００２８】
　本発明の１実施形態では、この清浄剤組成物は、（Ａ）ヒドロカルビル置換アシル化剤
およびアミンの反応生成物である。本明細書全体を通じて、ヒドロカルビルとの用語は、
１個またはそれ以上の炭素原子の一価基を表わし、これは、主に炭化水素的な性質である
が、その炭素鎖中にヘテロ原子（例えば、酸素）を含有でき、そして非炭化水素およびヘ
テロ原子含有基（例えば、この炭素鎖に結合したヒドロキシ、ハロ、ニトロおよびアルコ
キシ）を有し得る。このアシル化剤のヒドロカルビル置換基は、１５０～５０００、他の
場合には、１７５～３０００および２００～１５００の数平均分子量を有する炭化水素基
であり得る。この炭化水素基は、オレフィンまたはポリオレフィンから誘導できる。事実
上、モノ不飽和カルボン酸反応物またはそれらの等価物と反応するために、オレフィン結
合を含有する任意の化合物が使用され得る。このポリオレフィンは、Ｃ２～Ｃ２０モノオ
レフィン、他の場合、Ｃ２～Ｃ５モノオレフィンを含有するように、オレフィンモノマー
から誘導できる。有用なモノオレフィンには、エチレン、プロピレン、ブテン（例えば、
イソブチレンおよび１－ブテン）、ペンテン、ヘキセン、オクテンおよびデセンが挙げら
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れる。このポリオレフィンは、単一オレフィンモノマー（例えば、ポリイソブチレン）か
ら調製された単独重合体、または２種またはそれ以上のオレフィンモノマーの混合物から
調製された共重合体（例えば、エチレンとプロピレンとの共重合体、１－ブテンとイソブ
チレンとの共重合体、およびプロピレンとイソブチレンとの共重合体）であり得る。本発
明の１実施形態では、このポリオレフィンは、５０～７０％、他の場合、５０～９５％の
ビニリデン二重結合含量を有するポリイソブチレンである。ポリオレフィンは、周知の重
合方法によりオレフィンモノマーから調製でき、また、市販されている。
【００２９】
　このアシル化剤は、モノ不飽和モノカルボン酸またはポリカルボン酸またはそれらの反
応性等価物から誘導できる。反応性等価物には、酸無水物、エステルおよび酸ハロゲン化
物が挙げられる。有用なモノ不飽和モノカルボン酸またはそれらの反応性等価物には、Ｃ

３～Ｃ１０酸および反応性等価物（例えば、アクリル酸、メタクリル酸およびアクリル酸
メチル）が挙げられる。有用なモノ不飽和ポリカルボン酸およびそれらの反応性等価物に
は、Ｃ４～Ｃ１０酸および反応性等価物（例えば、マレイン酸、無水マレイン酸、フマル
酸およびフマル酸ジメチル）が挙げられる。
【００３０】
　このヒドロカルビル置換アシル化剤は、周知方法（例えば、米国特許第４，２３４，４
３５号で記述されているように、塩素化と共にまたは塩素化なしでのポリイソブチレンと
無水マレイン酸との熱反応）により、ポリオレフィンとモノ不飽和モノカルボン酸および
／またはポリカルボン酸またはそれらの反応性等価物とを反応させることにより、調製で
きる。
【００３１】
　清浄剤組成物（Ａ）のアミンは、反応性窒素－水素、すなわち、Ｎ－Ｈ結合を含有する
任意の化合物であり得る。このアミンは、アンモニア、モノアミン、ポリアミン、または
それらの混合物であり得る。このモノアミンおよびポリアミンおよびアンモニアには、ま
た、１個またはそれ以上の水酸基を有するアルカノールアミンが挙げられる。本発明の他
の実施形態では、このアミンと共に、このヒドロカルビル置換アシル化剤との反応では、
アルコールもまた存在できる。このアルコールは、一価アルコール（例えば、ブタノール
）または多価アルコール（例えば、エチレングリコールまたはペンタエリスリトール）で
あり得る。有用なアミンには、ヒドロキシルアミン、エタノールアミン、ジエタノールア
ミン、ブチルアミン、エチレンジアミン、ヒドラジン、ポリエチレンポリアミン（例えば
、テトラエチレンペンタミン）、およびポリエチレンポリアミンボトムスが挙げられる。
これらのアミンは、一般に、市販されている。
【００３２】
　清浄剤組成物（Ａ）は、高温で、このヒドロカルビル置換アシル化剤とアミンとを反応
させること（例えば、米国特許第４，２３４，４３５号で記述されているように、１００
～２００℃で、ポリイソブテニルコハク酸アシル化剤およびポリエチレンポリアミン（例
えば、ポリイソブテニル無水コハク酸およびテトラエチレンペンタミン）の反応）により
、調製できる。本発明の１実施形態では、清浄剤組成物（Ａ）は、国際公報第ＷＯ０２／
１０２９４２号で記述されているように、高ビニリデン含量ポリイソブチレンから調製さ
れたポリイソブテニル無水コハク酸とポリエチレンポリアミン（例えば、テトラエチレン
ペンタミン）との反応生成物であり、この場合、この反応生成物は、高イミン含量を有す
る。本発明の他の実施形態では、清浄剤組成物（Ａ）は、米国特許第５，６９６，０６７
号で記述されているように、ヒドロカルビル置換アシル化剤とポリアミンとの反応生成物
であり、この場合、このヒドロカルビル置換アシル化剤は、オキソアルカン酸またはそれ
らの反応性等価物（例えば、グリオキシル酸またはグリオキシル酸メチルエステルメチル
ヘミアセタールまたはピルビン酸）とポリオレフィン（例えば、ポリイソブチレン）との
反応により、調製される。本発明のさらに他の実施形態では、清浄剤組成物（Ａ）は、米
国特許第５，３３６，２７８号で記述されているように、ヒドロカルビル置換アシル化剤
とポリアミンとの反応生成物であり、この場合、このヒドロカルビル置換アシル化剤は、
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オキソアルカン酸またはそれらの反応性等価物（すぐ上で記述したような）とＣ４～Ｃ１

４５アルキルフェノールとの反応により、調製される。本発明のさらに他の実施形態では
、清浄剤組成物（Ａ）は、Ｃ１２～Ｃ２０アルケニル無水コハク酸（例えば、ヘキサデセ
ニル無水コハク酸）とアルカノールアミン（例えば、Ｎ，Ｎ－ジエチルエタノールアミン
）との反応生成物である。本発明のさらなる実施形態では、清浄剤組成物（Ａ）は、第一
および第二のポリイソブテニル無水コハク酸の混合物の生成物であり、この場合、それら
のポリイソブテニル置換基は、それぞれ、２３００および１０００の数平均分子量を有し
、エチレングリコールと反応され、次いで、それぞれ、２：１：２のモル比で、Ｎ，Ｎ－
ジメチルエタノールアミンと反応される。
【００３３】
　本発明の清浄剤組成物は、（Ｂ）ヒドロカルビル置換アミンであり得る。このアミンの
ヒドロカルビル置換基は、１５０～５０００、他の場合、１７５～３０００および２００
～１５００の数平均分子量を有し得る。このヒドロカルビル置換基は、清浄剤組成物（Ａ
）のヒドロカルビル置換基について上で記述したオレフィンまたはポリオレフィンから誘
導できる。有用なポリオレフィンには、ポリイソブチレンが挙げられる。このヒドロカル
ビル置換アミンのアミンは、アンモニア、モノアミン、ポリアミン、またはそれらの混合
物から誘導できる。このモノアミンまたはポリアミンは、１個またはそれ以上の水酸基を
有するアルカノールアミンであり得る。有用なアミンには、ポリアミン（例えば、エチレ
ンジアミンおよびジエチレントリアミン）およびアルカノールアミン（例えば、２－（２
－アミノエチルアミン）エタノール）が挙げられる。清浄剤組成物（Ｂ）は、数種の方法
により調製できる。本発明の１実施形態では、ポリイソブチレンは、米国特許第５，４０
７，４５３号で記述されているように、塩素化され、そして塩素化ポリイソブチレンは、
塩基（例えば、炭酸ナトリウム）の存在下にて、アミン（例えば、エチレンジアミン）と
反応される。本発明の他の実施形態では、ポリイソブチレンは、米国特許第５，４９６，
３８３号で記述されているように、例えば、オキソ法により、高温高圧で、金属触媒を使
用して、一酸化炭素および水素でヒドロホルミル化され、このヒドロホルミル化から得た
生成物は、必要に応じて、水素の存在下にて、アミノ化される。本発明のさらに他の実施
形態では、ポリイソブチレンは、ヨーロッパ公報第ＥＰ－Ｂ－５７３５７８号で記述され
ているように、いくつかの公知方法の１つ（例えば、過カルボン酸での酸化）により、エ
ポキシドに酸化され、このエポキシドは、一般に、過剰のアミンでアミノ化される。本発
明のさらに他の実施形態では、清浄剤組成物（Ｂ）は、ヒドロキシアルキル置換脂肪アミ
ンであり、これは、式ＲＮ［（Ａ１Ｏ）ｘＨ］［（Ａ２Ｏ）ｙＨ］で表わすことができる
。Ｒは、Ｃ１２～Ｃ３０ヒドロカルビル基、他の場合、Ｃ１４～Ｃ２６およびＣ１６～Ｃ

２２ヒドロカルビル基であり得る。このヒドロカルビル基は、直鎖、分枝鎖、またはそれ
らの混合物であり得る。このヒドロカルビル基は、飽和、不飽和、またはそれらの混合物
であり得る。Ａ１およびＡ２は、別個に、Ｃ２～Ｃ１８アルキレン基、他の場合、Ｃ２～
Ｃ１２およびＣ２～Ｃ８アルキレン基であり、この場合、ｘおよびｙは、別個に、０また
はそれ以上の値を有する整数であり、そしてｘ＋ｙは、少なくとも１、他の場合には、ｘ
＋ｙは、２またはそれ以上である。このヒドロキシアルキル置換脂肪アミンは、１単位の
脂肪アミンと１単位またはそれ以上のアルキレンオキシドとを反応させてモノアルコキシ
ル化および／またはポリアルコキシル化脂肪アミンを生成することにより、調製できる。
このアルキレンオキシドは、Ｃ２～Ｃ１８アルキレンオキシド、または２種またはそれ以
上のＣ２～Ｃ１８アルキレンオキシドの混合物であり得る。有用なアルキレンオキシドに
は、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド、またはそれらの混合物
が挙げられる。有用なヒドロキシアルキル置換脂肪アミンには、ジエトキシ化獣脂アミン
、ジエトキシ化オレイルアミン、ジエトキシ化ステアリルアミン、および大豆油脂肪酸に
由来のジエトキシ化アミン（これは、例えば、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌから市販されている
Ｅｔｈｏｍｅｅｎ（登録商標）シリーズである）が挙げられる。
【００３４】
　本発明の清浄剤組成物は、（Ｃ）ヒドロカルビル置換ヒドロキシ含有芳香族化合物、ア
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ルデヒドおよびアミンのマンニッヒ反応生成物であり得る。この芳香族化合物のヒドロカ
ルビル置換基は、１２０～３０００の数平均分子量を有し得、他の場合、この数平均分子
量は、１３０～２３００、１４０～１５００、１４０～９５０、および１０００～２３０
０であり得る。このヒドロカルビル置換基は、清浄剤組成物（Ａ）のアシル化剤のヒドロ
カルビル置換基について上で記述したオレフィンまたはポリオレフィンから誘導できる。
清浄剤組成物（Ｃ）のヒドロカルビル置換基に有用なポリオレフィンには、ポリイソブチ
レン、５０％以上のビニリデン二重結合含量を有するポリイソブチレン、およびポリプロ
ピレン（例えば、Ｃ１２ポリプロピレン）が挙げられる。このマンニッヒ反応生成物のヒ
ドロキシ含有芳香族化合物には、フェノール、ポリヒドロキシ含有芳香族化合物（例えば
、レゾルシノールおよびカテコール）、Ｃ１～Ｃ８アルキル置換ヒドロキシ含有芳香族化
合物（例えば、オルト－クレゾール）、またはそれらの混合物を挙げることができる。こ
のヒドロカルビル置換ヒドロキシ含有芳香族化合物は、周知方法（例えば、ポリイソブチ
レンとのフェノールのルイス酸触媒アルキル化）により、調製できる。このマンニッヒ反
応生成物のアルデヒドは、その反応形状の１つにホルムアルデヒド（例えば、ホルマリン
およびパラホルムアルデヒド）を含めて、Ｃ１～Ｃ７アルデヒドであり得る。このマンニ
ッヒ反応生成物を調製するのに使用されるアミンは、少なくとも１個の反応性窒素－水素
、すなわち、Ｎ－Ｈ結合を含有し、そしてアンモニア、モノアミン、ポリアミン、または
それらの混合物であり得る。このアミンは、１個またはそれ以上の水酸基を含有するアル
カノールアミンであり得る。有用なアミンには、アンモニア、ヒドロキシルアミン、エチ
ルアミン、ジメチルアミン、エタノールアミン、ジエタノールアミン、エチレンジアミン
、ジメチルアミノプロピルアミンおよびポリエチレンポリアミンが挙げられる。このマン
ニッヒ反応生成物は、米国特許第５，６９７，９８８号で記述されているように、高温で
、ヒドロカルビル置換ヒドロキシ含有芳香族化合物、アルデヒドおよびアミン（例えば、
高ビニリデンポリイソブチレンに由来のアルキルフェノール、ホルムアルデヒドおよびエ
チレンジアミン）を反応させることにより、調製できる。
【００３５】
　本発明の清浄剤組成物は、（Ｄ）高分子量ポリエーテルアミンであり得る。このポリエ
ーテルアミンは、２個またはそれ以上のエーテル単位を含有でき、一般に、ポリエーテル
中間体から調製される。このポリエーテル中間体は、１単位のヒドロキシ含有ヒドロカル
ビル化合物と２単位またはそれ以上のブチレンオキシドとの反応生成物であり得る。この
ヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物は、アルコールまたはアルキル置換フェノールであ
り得、この場合、このアルコール、またはフェノールのアルキル置換基は、１個～５０個
の炭素原子、第二の場合、６個～３０個の炭素原子、第三の場合、８個～２４個の炭素原
子を有し得る。このアルコール、またはフェノールのアルキル置換基は、直鎖炭素鎖、分
枝炭素鎖、またはそれらの混合物であり得る。このヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物
は、１個またはそれ以上の水酸基を含有できる。
【００３６】
　このヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物とブチレンオキシドとの反応に由来のポリエ
ーテル中間体は、２個～１００個の繰り返しブチレンオキシド単位、第二実施形態では、
５個～５０個の繰り返しブチレンオキシド単位、第三実施形態では、１５個～３０個の繰
り返しブチレンオキシド単位を有し得る。米国特許第５，０９４，６６７号は、ポリエー
テル中間体を調製する反応条件を提供する。
【００３７】
　本発明の高分子量ポリエーテルアミンは、ブチレンオキシドから調製された上記ポリエ
ーテル中間体から調製できる。
【００３８】
　本発明の１実施形態では、このポリエーテルアミンは、米国特許第５，０９４，６６７
号で記述されているように、ブチレンオキシドから誘導されたポリエーテル中間体とアク
リロニトリルとを反応させてニトリルを形成し、これを、次いで、水素化して、３－アミ
ノプロピル末端ポリエーテルを形成することにより、調製される。
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【００３９】
　本発明の他の実施形態では、このポリエーテルアミンは、ヨーロッパ公報第ＥＰ３１０
８７５号で記述されているように、アミノ化反応において、ブチレンオキシドから誘導さ
れたポリエーテル中間体とアミンとを反応させて、アミノ化ポリエーテルを得ることによ
り、調製される。このアミンは、第一級または第二級モノアミン、反応性Ｎ－Ｈ結合を備
えたアミノ基を含有するポリアミン、またはアンモニアであり得る。
【００４０】
　本発明の高分子量ポリエーテルアミンは、３００または３５０～５０００、他の場合、
４００～３５００、さらに他の場合、４５０～２５００および１０００～２０００の数平
均分子量を有し得る。
【００４１】
　本発明の他の実施形態では、本発明の高分子量ポリエーテルアミンは、式Ｒ（ＯＣＨ２

ＣＨＲ１）ｘＡにより表わすことができ、ここで、Ｒは、Ｃ６～Ｃ３０アルキル基または
Ｃ６～Ｃ３０アルキル置換フェニル基である；Ｒ１は、エチルである；ｘは、５～５０の
数である；そしてＡは、ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２または－ＮＲ２Ｒ３であり、ここで
、Ｒ２およびＲ３は、別個に、水素、ヒドロカルビル基、または－（Ｒ４ＮＲ５）ｙＲ６

であり、ここで、Ｒ４は、２個～１０個の炭素原子を有するアルキレン基であり、Ｒ５お
よびＲ６は、別個に、水素またはヒドロカルビル基であり、そしてｙは、１～７の数であ
る。本願全体を通じて、アルキレン基は、二価アルカン基である。本発明のポリエーテル
アミンのさらに他の実施形態では、Ｒは、Ｃ８～Ｃ２４アルキル基であり、ｘは、１５～
３０の数であり、そしてＡは、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２－である。
【００４２】
　本発明の清浄剤組成物は、（Ｅ）清浄剤組成物（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および（Ｄ）の
混合物であり得る。本発明の実施形態では、混合物（Ｅ）は、単一清浄剤組成物型から取
りだした２種またはそれ以上の成分（例えば、清浄剤組成物（Ａ）から取り出した２種の
成分の混合物）を含有する。本発明の他の実施形態では、混合物（Ｅ）は、１つの清浄剤
型から取りだした１種またはそれ以上の成分および他の３つの清浄剤型の１種またはそれ
以上から取り出した１種またはそれ以上の成分（例えば、清浄剤組成物（Ｂ）から取り出
した成分と清浄剤組成物（Ｄ）から取り出した成分との混合物）を含有する。
【００４３】
　本発明の方法は、内燃機関の潤滑油の性能を向上させる。この潤滑油は、潤滑粘性のあ
るオイルを含有し、これは、天然油、合成油、またはそれらの混合物であり得る。天然油
には、種々の精製した鉱油、動物油および植物油が挙げられる。合成油には、水素化ポリ
（α－オレフィン）、ポリ（アルキレングリコール）、およびカルボン酸エステルが挙げ
られる。本発明の実施形態では、この潤滑油は、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ
　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　Ｇｒｏｕｐ　Ｉ－Ｖ基油またはそれらの混合物であり得る。本発
明の潤滑油は、さらに、１種またはそれ以上の潤滑油添加剤を含有でき、これには、窒素
含有分散剤（例えば、ポリイソブテニルスクシンイミド）、金属含有清浄剤（例えば、ア
ルキルアリールスルホン酸のアルカリ金属およびアルカリ土類金属中性およびオーバーベ
ース化塩）、酸化防止剤（例えば、硫化オレフィンであって、これは、スルフィドまたは
ポリスルフィドまたはそれらの混合物であり得る）、耐摩耗剤（例えば、ジアルキルジチ
オリン酸亜鉛および有機モリブデン組成物）、腐食防止剤（例えば、トリルトリアゾール
）、粘度調整剤（粘度指数向上剤を含めて）および流動点降下剤（例えば、種々のポリオ
レフィンおよびポリメタクリレート）、摩擦調整剤（例えば、グリセロールモノ－および
ジオレエート）、および消泡剤（例えば、シリコーン）が挙げられる。潤滑油添加剤は、
内燃機関に必要な性能を与えるレベルで、潤滑油中に存在できる。この潤滑油中での潤滑
油添加剤のレベルは、約０．１重量ｐｐｍ～約２０重量％の範囲であり得る。
【００４４】
　本発明の方法では、清浄剤組成物は、燃料組成物の１成分として、内燃機関の燃焼室に
導入できる。この燃料組成物は、通常液状の燃料を含有する。この通常液状の燃料には、
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炭化水素燃料、非炭化水素燃料、またはそれらの混合物を挙げることができる。この炭化
水素燃料は、石油留出物であり得、これには、ＡＳＴＭ仕様Ｄ４８１４で規定されるガソ
リンまたはＡＳＴＭ仕様Ｄ９７５で規定されるディーゼル燃料が挙げられる。この非炭化
水素燃料は、酸素含有組成物であり得、これには、アルコール、エーテル、ニトロアルカ
ン、植物油のエステル、またはそれらの混合物が挙げられる。有用な非炭化水素燃料には
、メタノール、エタノール、ジエチルエーテル、メチルｔ－ブチルエーテル、ニトロメタ
ン、および植物油の混合エステル（例えば、菜種油のメチルエステル）が挙げられる。炭
化水素燃料および非炭化水素燃料の有用な混合物には、ガソリンおよびエタノールの混合
物、およびディーゼル燃料およびバイオディーゼル燃料（例えば、菜種油のメチルエステ
ル）の混合物が挙げられる。本発明の実施形態では、この燃料組成物は、乳化した油中水
型組成物であり、これは、上記の通常液状の燃料（これは、炭化水素燃料、非炭化水素燃
料またはそれらの混合物であり得る）を含有する。この乳化した油中水型組成物は、機械
混合により、その組成物に１種またはそれ以上の乳化剤および／または界面活性剤を含有
させることにより、または機械混合と乳化剤および／または界面活性剤の含入とを組み合
わせることにより、調製できる。
【００４５】
　本発明の燃料組成物は、さらに、１種またはそれ以上の燃料添加剤を含有でき、これに
は、窒素含有清浄剤、アミン含有ポリエーテル、金属含有清浄剤、酸化防止剤（例えば、
ヒンダードフェノール）、錆防止剤（例えば、アルケニルコハク酸）、腐食防止剤、燃焼
向上剤（例えば、ニトロアルカン）、解乳化剤、消泡剤、弁座後退添加剤、金属不活性化
剤、潤滑性剤、静菌剤、ゴム化防止剤、氷結防止剤、帯電防止剤、燃焼性能向上用の有機
金属燃料媒介触媒、低温流動向上剤、および流動化剤（例えば、鉱油、ポリオレフィンお
よびポリエーテル）が挙げられる。
【００４６】
　本発明の実施形態では、この燃料添加剤は、少なくとも１個の遊離水酸基を有する部分
エステルであり、これは、少なくとも１種の脂肪カルボン酸またはそれらの等価物（例え
ば、無水物、エステルまたは酸ハロゲン化物）とポリオールとを反応させることにより、
形成される。この脂肪カルボン酸は、４個～４０個の炭素原子、他の実施形態では、８個
～２６個および１２個～２４個の炭素原子を有し得る。この脂肪カルボン酸は、モノカル
ボン酸またはポリカルボン酸またはそれらの混合物であり得、直鎖または分枝鎖またはそ
れらの混合物を有し得、そして飽和または不飽和またはそれらの混合物であり得る。飽和
および不飽和モノカルボン酸は、有用であり、これには、カプリン酸、ラウリン酸、ミリ
スチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、オレイン酸、ペトロセリン酸、エラ
イジン酸、パルミトレイン酸、リノール酸、リノレン酸、エルカ酸およびオクタデセニル
コハク酸が挙げられる。このポリオールは、２個またはそれ以上の水酸基を有し得る。本
発明で有用なポリオールには、アルキレングリコール、ポリアルキレングリコール、ジオ
ール、トリオール、および４個またはそれ以上の水酸基を有するポリオールが挙げられる
。有用なポリオールの例には、エチレングリコール、ネオペンチルグリコール、ジエチレ
ングリコール、グリセロール、トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ジペン
タエリスリトールおよびソルビトールが挙げられる。本発明の部分エステルは、市販され
ているか、または当該技術分野で周知の方法により、脂肪カルボン酸またはそれらの反応
性等価物とポリオールとを反応させることにより、調製できる。この部分エステルは、脂
肪カルボン酸およびポリオールから、またはそれらの混合物から調製できる。本発明の他
の実施形態では、２種またはそれ以上の部分エステルは、互いに別々に調製され、次いで
、混合される。有用な部分エステルの一例には、グリセロールモノオレエートおよびグリ
セロールジオレエートの混合物がある。
【００４７】
　本発明の他の実施形態では、この燃料添加剤は、アミン含有ポリエーテルであり得る。
このアミン含有ポリエーテルは、２個またはそれ以上のエーテル単位を含有でき、一般に
、ポリエーテル中間体から調製される。このポリエーテル中間体は、１単位のヒドロキシ
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含有ヒドロカルビル化合物と、ａ）２単位またはそれ以上のブチレンオキシド以外のアル
キレンオキシドまたはｂ）２単位またはそれ以上の異なるアルキレンオキシド（これは、
ブチレンオキシドを含有できる）との反応生成物であり得る。このヒドロキシ含有ヒドロ
カルビル化合物は、アルコールまたはアルキル置換フェノールであり得、この場合、この
アルコール、またはフェノールのアルキル置換基は、１個～５０個の炭素原子、第二の場
合、６個～３０個の炭素原子、第三の場合、８個～２４個の炭素原子を有し得る。このア
ルコール、またはフェノールのアルキル置換基は、直鎖炭素鎖、分枝炭素鎖、またはそれ
らの混合物であり得る。このアルキレンオキシドは、２個～１８個の炭素原子、他の場合
には、２個～１２個の炭素原子、さらに他の場合には、２個～８個の炭素原子を有し得る
。２種またはそれ以上の異なるアルキレンオキシドは、混合物として、または連続様式で
、このヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物と反応でき、このポリエーテル中間体を形成
する。このポリエーテル中間体は、２個～１００個の繰り返しアルキレンオキシド単位、
他の実施形態では、５個～５０個のアルキレンオキシド単位、さらに他の実施形態では、
１５個～３０個のアルキレンオキシド単位を有し得る。米国特許第５，０９４，６６７号
は、このポリエーテル中間体を調製する反応条件を提供する。このアミン含有ポリエーテ
ルには、ａ）１種のアルキレンオキシドまたは２種またはそれ以上の異なるアルキレンオ
キシドから誘導されたポリエーテル中間体およびｂ）アミン（これは、アンモニア、第一
級または第二級モノアミン、またはポリアミンが挙げられる）の反応生成物を挙げること
ができる。このアミン含有ポリエーテルには、ａ）１種またはそれ以上のアルキレンオキ
シドに由来のポリエーテル中間体とｂ）アクリロニトリルとの反応生成物を挙げることが
でき、これは、ニトリル生成物を形成し、この生成物は、水素化されて、アミノプロピル
末端ポリエーテルを形成する。このアミン含有ポリエーテルには、米国特許第５，８３０
，２４３号で記述されているように、ａ）上記アミノプロピル末端ポリエーテル（これは
、１種またはそれ以上のアルキレンオキシドから誘導された）とｂ）アルデヒド（例えば
、ホルムアルデヒド）との反応生成物を挙げることができ、これは、複素環（これは、Ｎ
－置換パーヒドロ－Ｓ－トリアジンである）を含有できる生成物を形成する。アミノプロ
ピル末端ポリエーテルおよびアルデヒドのこの反応生成物はまた、ブチレンオキシドから
調製したポリエーテル中間体から誘導されたアミノプロピル末端ポリエーテルから調製で
きる。このアミン含有ポリエーテルには、米国特許第５，５０３，６４４号で記述されて
いるように、ａ）１種またはそれ以上のアルキレンオキシドに由来のポリエーテル中間体
およびｂ）カルボニル化試薬（例えば、ホスゲン）の反応生成物を挙げることができ、こ
れは、ホスゲンの場合、クロロギ酸エステルを形成し、それは、次いで、ポリアミンと反
応されて、ポリエーテル含有アミン含有カーバメートを形成する。このポリエーテル含有
アミン含有カーバメートはまた、ブチレンオキシドから調製されたポリエーテル中間体か
ら調製できる。
【００４８】
　本発明の追加実施形態では、この燃料添加剤は、ポリエーテルであり得る。このポリエ
ーテルは、２個またはそれ以上のエーテル単位を含有できる。このポリエーテルは、ヒド
ロキシ含有ヒドロカルビル化合物と１種のアルキレンオキシドまたは２種またはそれ以上
の異なるアルキレンオキシドとの反応から調製できる。このヒドロキシ含有ヒドロカルビ
ル化合物は、アルコールまたはアルキル置換フェノールであり得、この場合、このアルコ
ール、またはフェノールのアルキル置換基は、１個～５０個の炭素原子、第二の場合、６
個～３０個の炭素原子、第三の場合、８個～２４個の炭素原子を有し得る。このアルコー
ル、またはフェノールのアルキル置換基は、直鎖炭素鎖、分枝炭素鎖、またはそれらの混
合物を有し得る。このアルキレンオキシドは、２個～１８個の炭素原子、他の場合には、
２個～１２個の炭素原子、さらに他の場合には、２個～８個の炭素原子を有し得る。有用
なアルキレンオキシドには、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブチレンオキシド
、およびそれらの混合物が挙げられる。２種またはそれ以上の異なるアルキレンオキシド
は、混合物として、または連続様式で、このヒドロキシ含有ヒドロカルビル化合物と反応
でき、このポリエーテルを形成する。このポリエーテルは、２個～１００個の繰り返しア
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ルキレンオキシド単位、他の実施形態では、５個～５０個のアルキレンオキシド単位、さ
らに他の実施形態では、１５個～３０個のアルキレンオキシド単位を有し得る。米国特許
第５，０９４，６６７号は、このポリエーテルを調製する反応条件を提供する。
【００４９】
　燃料組成物には、上記（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）または（Ｅ）を含有する窒素含
有清浄剤組成物を含有できる。この窒素含有清浄剤組成物は、この燃料組成物中にて、１
０～２０，０００重量ｐｐｍ、他の場合、０．１～１０，０００および５０～２０００お
よび７５～１２００および１００～９００重量ｐｐｍで、存在できる。この窒素含有清浄
剤組成物は、精製または保存ターミナルでのバルク処理として、例えば、自動車の燃料保
存タンクにある燃料に添加することによるアフターマーケット処理として、または内燃機
関の燃料供給装置に入るドーシングシステムを介して、この燃料組成物に、単独で、また
は上記燃料添加剤の１種またはそれ以上と組み合わせて、導入できる。あるいは、この窒
素含有清浄剤組成物は、単独で、または上記燃料添加剤の１種またはそれ以上と組み合わ
せて、この燃料組成物で使用される清浄剤組成物および燃料添加剤の処理レベルと同じ速
度で、ドーシングシステムから、内燃機関の燃焼室に直接導入できる。本発明の実施形態
では、この清浄剤組成物は、さらに、上記燃料添加剤または燃料添加剤混合物を含有する
。本発明の他の実施形態では、この清浄剤組成物は、清浄剤組成物（Ｂ）について上記さ
れる、式ＲＮ［（Ａ１Ｏ）ｘＨ］［（Ａ２Ｏ）ｙＨ］で表わされるヒドロキシアルキル置
換脂肪アミンと、脂肪カルボン酸およびポリオールの部分エステルとの組合せを含有し、
ここで、このエステルは、燃料添加剤について上で記述した少なくとも１個の遊離水酸基
を有し、これは、燃料組成物中で存在できる。この部分エステルとヒドロキシアルキル置
換脂肪アミンとの組合せは、それぞれ、０．２５～１：０．２５～１、他の場合、０．５
～１：０．５～１、および０．７５～１：０．７５～１および１：１の重量比の範囲内で
あり得る。
【００５０】
　上記燃料添加剤は、内燃機関の型式および使用する燃料の特性に依存して、燃料および
潤滑油性能要件のために、本発明の燃料組成物に含有できる。一般に、この燃料添加剤は
、この燃料組成物中にて、１０～２０，０００重量ｐｐｍ、他の場合には、０．１～１０
，０００および０．３～１０００および０．５～７００重量ｐｐｍで、使用できる。
【００５１】
　２種またはそれ以上の成分を含有する本発明の清浄剤組成物および燃料組成物は、一般
に、これらの成分を混合することにより、調製できる。それらの調製は、その混合を促進
するために、炭化水素溶媒、鉱油および合成基油の使用を包含でき、室温～高温での機械
的手段による混合もまた、使用できる。
【００５２】
　内燃機関用の潤滑油の最近および将来の両方の性能要件および排気要件には、その潤滑
油に対する性能要求が追加されている。本発明の方法は、これらの追加性能要求を満たす
ことにより、その潤滑油の性能を向上させる方法を提供する。内燃機関の潤滑油性能要件
および排気要件には、以下が挙げられる：ａ）潤滑油交換または排出間の間隔の延長、ｂ
）排気ガス再循環システムを含む内燃機関、ｃ）排気ガス処理装置を有し低イオウ含量の
燃料で作動される内燃機関、ｄ）排気ガス処理装置を有し、イオウ、リンおよび／または
硫酸塩灰分のレベルを低下させた潤滑油を有する内燃機関であって、この場合、硫酸塩灰
分は、そのオイル中の金属含量の尺度である、およびｅ）それらの種々の組合せ。排気ガ
ス処理装置には、三元触媒コンバータ、ＮＯｘトラップ、酸化触媒、還元触媒およびディ
ーゼル微粒子フィルターを挙げることができる。本発明の方法の実施形態では、この内燃
機関は、排気ガス再循環システムを有する圧縮点火エンジンである。本発明の方法の他の
実施形態において、内燃機関は、排気ガス再循環システムを有する燃料点火直接注入エン
ジンである。本発明の方法の他の実施形態では、このエンジンは、排気ガス処理装置を有
する火花点火または圧縮点火エンジンであり、その潤滑油は、０．１重量％未満のリン含
量、０．５重量％未満のイオウ含量および１．５重量％未満の硫酸塩灰分含量からなる群
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から選択される特性の少なくとも１つを有する。他の場合、この潤滑油のリン含量は、０
．０８または０．０５重量％未満であり得、この潤滑油のイオウ含量は、０．３または０
．２重量％未満であり得、この潤滑油の硫酸塩灰分含量は、１．２または１重量％未満で
あり得る。さらに他の場合、この潤滑油のリン含量は、０．０２～０．０６重量％であり
得、この潤滑油のイオウ含量は、０．１～０．４重量％であり得、この潤滑油の硫酸塩灰
分含量は、０．１～０．９重量％であり得る。本発明の方法のさらに他の実施形態では、
このエンジンは、排気ガス処理装置を有する火花点火または圧縮点火エンジンであり、燃
料組成物の燃料は、８０重量ｐｐｍ未満のイオウ含量を有する。他の場合、この燃料のイ
オウ含量は、５０、１５または１０重量ｐｐｍ未満であり得る。本発明の方法のさらに他
の実施形態では、エンジンは、自動車に設置され、そのエンジンの潤滑油に対する推奨排
出間隔は、６，０００マイルより長く、他の場合には、８，０００または１０，０００マ
イルより長い。本発明の方法の他の実施形態では、定置エンジンは、そのエンジンの潤滑
油の推奨排出間隔が、１５０操作時間より長く、他の場合には、２００または２５０操作
時間よりも長い。
【００５３】
　以下の実施例は、本発明の方法を示し、この場合、その清浄剤組成物を内燃機関の燃焼
室に導入すると、このエンジンの潤滑油の性能が向上する。これらの実施例は、例示の目
的のためにのみ提供されており、本発明の範囲を限定するとは解釈されない。
【実施例】
【００５４】
　　（ＶＷフリート試行）
　６台の同一車両のフリートを使用して、燃料添加剤と潤滑剤との相互作用を研究した。
それらの車両は、１．９Ｌの直接噴射ターボエンジンを備えた２０００年度モデルのＶｏ
ｌｋｓｗａｇｅｎ　Ｐａｓｓａｔｓであった。このモデルエンジンの設計には、排気ガス
再循環（ＥＧＲ）を備え付けており、Ｅｕｒｏ　３排気標準を満たす。燃料を、高圧ユニ
ット噴射器を介して、燃焼室に直接噴射する。
【００５５】
　この試験プログラムには、２つの別々の段階が関与しており、各々は、５０，０００キ
ロメーターで操作した。総マイル数の蓄積は、市街地、郊外および高速道路の条件が含ま
れる運転サイクルに従った。この試験の各段階中にて、車両を、表１で概説した燃料およ
び潤滑剤の特定の組合せに割り当てた。この試験燃料は、以下を含めた添加剤により、変
えた：添加剤なし、実施例Ａの添加剤、および実施例Ｂの添加剤。実施例Ａは、ポリイソ
ブテニル無水コハク酸（これは、分子量１０００の高ビニリデンポリイソブチレンから誘
導した）とテトラエチレンペンタミンとの１：０．８７のモル比の反応生成物であった。
実施例Ｂは、アルキルフェノール（これは、分子量１０００の高ビニリデンポリイソブチ
レンから誘導した）と３７重量％ホルムアルデヒド水溶液とエチレンジアミンとの１：１
．１５：１．１のモル比の反応生成物であった。ディーゼル燃料Ａは、英国の市販供給源
から購入した。この燃料は、分散剤／清浄剤添加剤を含有しておらず、そしてＥＮ５９０
仕様を満たしていた。この燃料の分析を表２で示す。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
【表２】

　この試験プログラム中にて、２種の異なる潤滑剤調合物を使用した：０Ｗ－３０、完全
な合成潤滑剤調合物であって、これは、０．１０４０重量％のＰ、０．５３重量％のＳ、
ＴＢＮ＝１１．０、ＴＡＮ＝２．８、および１．６１％の硫酸塩灰分を有する；および５
Ｗ－４０部分合成オイルであって、これは、０．０８５重量％のＰ、０．４６００重量％
のＳ、ＴＢＮ＝９．３、ＴＡＮ＝２．８、および１．２４重量％の硫酸塩灰分を有する。
【００５８】
　各試験段階中にて、クランク室は、一度だけ満たした。使用済みオイルを分析するため
に、１０，０００キロメーターごとに、各車両から暫定試料を取り出した。特定の潤滑剤
を使用する３台の車両の各群を、１セットとして処理した。各セットの車両について、そ
れらの暫定試料をクランク室から取り出し、次いで、各車両に必要な「補給」オイルの量
を計算した。最も多くの「補給」オイルが必要な車両をベースラインとして処理し、ある
潤滑剤は、同じクランク室レベルを達成するために、そのセットにある他の２台の車両か
ら取り出した。次いで、３台全ての車両に、同量の「補給」オイルを入れた。このように
して、同じ潤滑剤で操作している全ての車両に、同量の追加オイルを常に加え、３台全て
の車両のクランク室オイルを、同じ速度で熟成（ａｇｅｄ）した。
【００５９】
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　試験終了時（ＥＯＴ）に、使用済み０Ｗ３０および５Ｗ４０のオイル試料についてのＴ
ＢＮ（試料１グラムあたりのＫＯＨのｍｇ当量の全塩基価）およびＴＢＮの変化％のプロ
ットを、図１および２で提供する。分散剤／清浄剤を含有する燃料を使用する車両からの
使用済みオイル試料は、分散剤／清浄剤を含有しない燃料を使用する車両と比較して、高
い試験終了時ＴＢＮレベルを示し、このことは、分散剤／清浄剤を含有する燃料を使用す
る車両用のオイルが、試験開始時ＴＢＮと比較して、高いＴＢＮを保持していたことを示
している。エンジンオイルに残留しているＴＢＮの量は、その潤滑油が燃料の不完全燃焼
により発生した酸性物質（例えば、すす）からエンジンを保護する有効性の尺度である。
試験終了時でのオイルのＴＢＮが高いほど、そのオイルの性能が良好となる。図１および
２は、分散剤／清浄剤を含有する燃料で操作したエンジンに由来するオイルについて、著
しい改良を示している。
【００６０】
　各段階の終了時からのエンジンに対する平均ピストン評点のプロットを、図３で提供す
る。分散剤／清浄剤を含有する燃料で操作したエンジンは、清浄なピストンを示した。エ
ンジンの清浄度は、潤滑油が重要なエンジン部品（例えば、ピストン）を保護する有効性
の直接的な尺度である。図３は、分散剤または清浄剤を含有する燃料で操作したエンジン
の潤滑油の性能が著しく高まったことを示している。
【００６１】
　ＥＣＥおよびＥＵＤＣ運転サイクルの両方を使用して、エンジンのアウトおよびテイル
パイプの排気を測定した。排気測定は、各試験段階中の３つの点で得た。第一排気試験点
は、クランク室に新たな潤滑剤を使って、試験の開始時に取り出した。第二排気試験点は
、使用済み潤滑剤を使用して、マイル数蓄積後に取り出した。最後に、クランク室におい
て、潤滑剤を新たに充填して、マイル数蓄積後、各段階の第三排気試験点を取り出した。
この試験設計により、マイル数蓄積中に起こる異なる効果を判定する能力が得られ、それ
により、排気時の使用済み潤滑剤の効果および排気時のエンジン堆積物の効果を分けるこ
とが可能となる。２つの運転サイクルに対する微粒子排気のプロットは、図４で提供する
。図４で示したように、実施例Ａの分散剤／清浄剤を含有する燃料を使用する車両につい
ての微粒子排気は、両方の排気運転サイクルでは、著しく低かった。
【００６２】
　　（Ｆｏｒｄ　Ｃｒｏｗｎ　Ｖｉｃｔｏｒｉａフリート試行）
　４台の車両を使用して、燃料添加剤と潤滑剤との相互作用を研究した。これらの車両は
、４．６Ｌのエンジンおよび自動変速機を備えた１９９１～１９９２年式のＦｏｒｄ　Ｃ
ｒｏｗｎ　Ｖｉｃｔｏｒｉａであった。その試験プログラムは、２種の燃料を評価するこ
とからなり、１種のベースライン燃料は、添加剤がなく、また、同じベースライン燃料に
は、実施例ＣおよびＤの分散剤／清浄剤の組合せを加えた。実施例Ｃは、分子量１３００
の塩素化ポリイソブチレンとエチレンジアミンと水酸化ナトリウムとの反応生成物であっ
た。実施例Ｄは、ポリエーテルアミンであり、これは、Ｃ１２～１５アルコールを平均し
て２４単位のポリプロピレンオキシドと反応させることにより、そのプロポキシル化アル
コールをアクリロニトリルと反応させてニトリルを形成することにより、そのニトリルを
水素化することにより、調製した。総マイル数の蓄積は、７０％の高速道路運転および３
０％の市街地運転からなる運転サイクルに従った。２台の車両（１台は、ベース燃料であ
り、１台は、添加剤を加えた燃料である）を、３０，０００マイル運転した。１５，００
０マイルおよび試験終了時（３０，０００マイル）に、中間検査およびオイル交換を行っ
た。残りの２台の車両（１台は、ベース燃料であり、１台は、添加剤を加えた燃料である
）を、１５，０００マイル走行させ、試験終了時にだけ最終検査を行った。ＳＧ　Ａｍｅ
ｒｉｃａｎ　Ｐｅｔｒｏｌｅｕｍ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ自動車ガソリンエンジンサービス
カテゴリーを満たす５Ｗ－３０潤滑油を使用して、４台全ての車両を運転した。使用済み
オイル分析（特に、ＴＢＮ保持）により、２種の燃料の性能を比較評価した。
【００６３】
　１５，０００マイルおよび３０，０００マイルでの使用済みオイル試料のＴＢＮのプロ
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ットを、図５で提供する。分散剤／清浄剤を使用する車両に由来の使用済みオイル試料は
、分散剤／清浄剤を使用しない車両と比較して、高い試験終了時ＴＢＮレベルを示し、こ
のことは、分散剤／清浄剤を含有する燃料を使用する車両用のオイルがその初期ＴＢＮを
多く保持していたことを示す。エンジンオイルに残留しているＴＢＮの量は、その潤滑油
が燃料の燃焼により発生した酸性物質からエンジンを保護する有効性の尺度である。使用
済みオイルのＴＢＮが高いほど、そのオイルの性能が良好となる。図５は、分散剤／清浄
剤を含有する燃料で操作したエンジンに由来するオイルについて、著しい改良を示してい
る。
【００６４】
　　（Ｆｏｒｄ直接噴射フリート試行）
　３台の同じ車両を使用して、燃料添加剤と潤滑剤との相互作用を研究した。これらの車
両は、Ｆｏｒｄ試作３気筒直接噴射火花点火１．１２５Ｌエンジン（これは、ＥＧＲを備
えている）であった。
【００６５】
　この試験プログラムは、表３で概説したように、各車両を３０，０００ｋｍ運転する工
程を包含する。総マイル数の蓄積は、市街地、郊外および高速道路の条件を含む運転サイ
クルに従った。車両を、表３で概説した燃料および潤滑剤の特定の組合せに割り当てた。
この試験燃料は、以下を含めた添加剤により、変えた：添加剤なしおよび実施例Ｂの添加
剤（これは、ＶＷフリート試行について上で記述したマンニッヒ反応生成物であった）。
この燃料は、英国において市販供給源から購入した。この燃料は、その研究で加えたもの
以外、分散剤／清浄剤添加剤を含有していなかった。
【００６６】
【表３】

　この試験プログラム中にて、２種の異なる潤滑剤調合物を使用した：Ｆｏｒｄ　Ｍ２Ｃ
９１３Ａ認可を有する潤滑油であって、これは、１．２重量％の硫酸塩灰分を含有する；
および灰分が少ない（０．８重量％の硫酸塩灰分）潤滑油であって、これは、ＡＣＥＡ　
Ａ１／Ｂ１規準を満たすことができる。
【００６７】
　使用済みオイル試料のＴＢＮのプロットは、図６で提供する。車両２からの使用済みオ
イル試料（これは、灰分の少ない潤滑油を含有する）は、車両１からの使用済み潤滑油試
料（これは、通常の灰分の潤滑油を含有する）（１４，０００ｋｍ）よりも前の時期のＴ
ＢＮ：ＴＡＮ（試料１グラムあたりのＫＯＨのｍｇ当量の全酸価）交差（１０，０００ｋ
ｍ）を示した。このＴＢＮ：ＴＡＮ交差は、潤滑油が燃焼プロセスの酸性副生成物からエ
ンジンを保護する有効性の指標である。ＴＢＮ：ＴＡＮ交差前に蓄積した距離が長いほど
、そのオイルの性能が良好となる。図６で示すように、車両３の燃料に分散剤／清浄剤を
加えると、ＴＢＮ：ＴＡＮ交差前に蓄積された距離が、車両１の１４，０００ｋｍから１
８，０００ｋｍへと長くなった。
【００６８】
　　（Ｌｉｅｂｈｅｒｒ　９１４Ｔエンジン試験）
　ＩＳ０８１７８オフロード試験サイクルの４箇所を使用して、Ｌｉｅｂｈｅｒｒ　９１



(17) JP 4546093 B2 2010.9.15

10

20

30

40

50

４Ｔエンジンについて、ベース燃料およびベース燃料＋分散剤／清浄剤の混合物の排気デ
ータを得た。これらのデータ点は、そのエンジンを運転する速度および負荷条件で、変わ
る。このベース燃料と、添加剤パッケージ（これは、実施例Ｅ、ＦおよびＧの３種の分散
剤／清浄剤を含む）を含有するベース燃料とについて、全微粒子排気のプロットを図７で
提供する。実施例Ｅは、ヘキサデセニル無水コハク酸とジエチルエタノールアミンとの１
：１．３５のモル比の反応生成物であった。実施例Ｆは、分子量が２３００および１００
０の高ビニリデンポリイソブチレンにそれぞれ由来のポリイソブテニル無水コハク酸の６
０重量％および４０重量％混合物とエチレングリコールとジメチルアミノエタノールとの
反応生成物であった。実施例Ｇは、分子量が２３００の高ビニリデンポリイソブチレンに
由来のポリイソブテニル無水コハク酸とヘビーポリエチレンポリアミンとの反応生成物で
あった。ベース燃料と添加剤パッケージ（これは、実施例Ｅ、ＦおよびＧの３種の分散剤
／清浄剤を含む）を含有するベース燃料との２０～２００ｎｍ範囲の微粒子の排気のプロ
ットを、図８で提供する。驚くべきことに、図７および８の両方のプロットは、この分散
剤／清浄剤を使用すると、内燃機関の微粒子排気を少なくできることを示している。重要
なことには、図８は、この分散剤／清浄剤を使用すると、超微粒子を８％少なくすること
を示している。
【００６９】
　　（Ｍ－Ｂ　Ｍ１１１Ｅエンジン試験）
　ベースライン燃料（添加剤なし）および以下を添加した同じ燃料を、Ｍｅｒｃｅｄｅｓ
－ＢｅｎｚまたはＭ－Ｂ　Ｍ１１１Ｅ（試験方法ＣＥＣ－Ｌ－５３－Ｔ－９５）エンジン
試験で評価した：実施例Ｂの分散剤／清浄剤、ＶＷフリート試行で上で記述したマンニッ
ヒ反応生成物。このエンジン試験は、ＡＣＥＡ　Ａｌ、Ａ２およびＡ３試験仕様の一部で
ある。この試験は、潤滑油のエンジンスラッジおよびカム摩耗性能を評価する。各燃料（
ベースラインおよび添加剤付加）を、２つの別個の試験設備において、Ｍ１１１ＨＥエン
ジン試験で評価した。このベースライン燃料および添加剤付加燃料のスラッジ評点を、図
９で提供する。このデータが示すように、このＭ１１１Ｅエンジン試験のスラッジ評点に
おいて、添加剤なしのベースライン燃料に対して、実施例Ｂの分散剤を添加した燃料を使
うと、著しい改善が達成された。
【００７０】
　　（ＡＳＴＭ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ＶＥエンジン試験）
　　（表４）
【００７１】
【表４】

　１ＡＳＴＭ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ＶＥエンジン試験は、Ｐｈｉｌｌｉｐｓ　Ｊ無鉛参照
燃料および参照オイル＃１００２、ＧＦ－２ＩＬＳＡＣサービスカテゴリーガソリンエン
ジンオイルを使用して、実行した。
【００７２】
　２ＰＥＡ－１は、ポリエーテルアミンであり、これは、Ｃ１３アルコールとブチレンオ
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キシドとをそれぞれ１：２０のモル比で反応させてポリエーテルを形成することにより、
このポリエーテルをアクリロニトリルで縮合してニトリルを形成することにより、このニ
トリルを水素化してポリエーテルアミンを形成することにより、調製した。
【００７３】
　３ＰＩＢＥＤＡは、６５重量％活性として、エチレンジアミンと反応させた分子量１３
００の塩素化ポリイソブチレンの反応生成物を含有する；ＰＥＡ－２は、アミン含有ポリ
エーテルであり、これは、そのポリエーテルをＣ１２～１５アルコールとプロピレンオキ
シドとをそれぞれ１：２４のモル比で反応させることにより調製したこと以外は、ＰＥＡ
－１について上で記述したようにして、調製した。
【００７４】
　４［ＰＥＡ－２／ホルムアルデヒド］は、１：１のモル比でホルムアルデヒドと反応さ
せた上記アミン含有ポリエーテルＰＥＡ－２の反応生成物である。
【００７５】
　５ＰＥＡカーバメートは、ポリエーテル含有アミン含有カーバメートであり、これは、
（ａ）ポリエーテル（これは、ドデシルフェノールとブチレンオキシドとをそれぞれ１：
２０のモル比で反応させることにより、調製した）および（ｂ）ポリエチレンポリアミン
から誘導した。
【００７６】
　６２８８時間後の試験終了時のオイル中の鉄系金属の量。
【００７７】
　　（Ｆｏｒｄ　Ｃｒｏｗｎ　Ｖｉｃｔｏｒｉａエンジン試験）
　　（表５）
【００７８】
【表５】

　１１９９２／１９９４　Ｆｏｒｄ　４．６１　Ｃｒｏｗｎ　Ｖｉｃｔｏｒｉａ車両試験
は、無鉛レギュラー燃料および１０Ｗ－３０　ＳＨオイルを使用して、７，５００マイル
にわたって実行した。
【００７９】
　２［ＰＥＡ－２／ホルムアルデヒド］は、表１で上で記述した［ＰＥＡ－２／ホルムア
ルデヒド］反応生成物と同じである。
【００８０】
　３このマンニッヒは、分子量１００のポリイソブチレンアルキル化フェノールとホルム
アルデヒドとエチレンジアミンとを反応させることにより調製された反応生成物の６５重
量％活性である；ＰＥＡ－２は、表１で上で記述したＰＥＡ－２アミン含有ポリエーテル
と同じである。
【００８１】
　４ＥＴＡは、ジエトキシ化獣脂アミンである；ＧＭＯは、グリセロールモノオレエート
である
　５ＰＥＡ－１は、表１で上で記述したＰＥＡ－１ポリエーテルアミンと同じである；Ｐ
Ｅ－１は、Ｃ１３アルコールとブチレンオキシドとをそれぞれ１：２０のモル比で反応さ
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【００８２】
　６トップおよびボトムドレインの平均としてのオイル中の鉄系金属の摩耗。
【００８３】
　本発明の詳細な説明で引用した文献の各々の内容は、本明細書中で参考として援用され
ている。実施例を除いて、他に明らかに指示がなければ、本発明を記述または請求するた
めに使用される本願の全ての数値量は、「約」という用語により修飾されることが分かる
。他に指示がなければ、本発明に関して本願全体にわたる全ての化学処理または含量は、
溶媒または希釈剤が存在し得ても、活性であることが分かる。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】図１は、ＶＷフリート試行からの０Ｗ３０オイルの全塩基価保持の結果を示す。
【図２】図２は、ＶＷフリート試行からの５Ｗ４０オイルの全塩基価保持の結果を示す。
【図３】図３は、ＶＷフリート試行からのエンジン油の平均ピストン評点を示す。
【図４】図４は、ＶＷフリート試行からの微粒子排気の変化を示す。
【図５】図５は、Ｆｏｒｄ　Ｃｒｏｗｎ　Ｖｉｃｔｏｒｉａフリート試行からのエンジン
油の全塩基価保持を示す。
【図６】図６は、Ｆｏｒｄ直接噴射フリート試行からのエンジン油のＴＢＮ－ＴＡＮ交差
について蓄積した距離を示す。
【図７】図７は、Ｌｉｅｂｈｅｒｒ　９１４Ｔエンジン試験からのＩＳＯ８１７８試験サ
イクルの微粒子排気を示す。
【図８】図８は、Ｌｉｅｂｈｅｒｒ　９１４Ｔエンジン試験からのＩＳＯ８１７８試験サ
イクルの２０～２００ｎｍサイズ範囲の微粒子排気を示す。
【図９】図９は、Ｍ－Ｂ　ＭＩＩＩＥエンジン試験からのエンジン油スラッジ評点を示す
。
【図１】 【図２】
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